
(57)【要約】

【課題】基板間接続コネクタにおいて、立体的な複雑な

金属ばね同士の接続を無くし、薄型化、高密度化を図る

。

【解決手段】基板間接続コネクタ１は、基板４１上に傘

型形状の導電用のバンプ４３を有し、このバンプ４３と

導通する回路基板２に接続されたコネクタ４と、弾性体

による絶縁基板５１上の導電パターン５３にスルーホー

ル５５を持つ弾性導電部５４を有し、この弾性導電部５

４と導通する回路基板３に接続されたコネクタ５を備え

る。この弾性導電部５４は、バンプに挿入可能で、バン

プ４３に挿入されるとき、バンプ４３と電気的に導通す

ると共に、スルーホール５５の側面がバンプ４３に押圧

されて、弾性変形して凹み、バンプ４３がスルーホール

５５内に食い込むようになっている。これにより、弾性

導電部５４をバンプ４３に挿入して係止することができ

るので、平面的に回路基板間の電気的及び機械的接続が

同時にでき低背化が図られる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 路 基 板 同 士 を 接 続 す る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ で あ っ て 、
　 一 方 の 回 路 基 板 に は 、 傘 型 形 状 を し た 導 電 用 の バ ン プ を 取 り 付 け 、 該 回 路 基 板 の 回 路 と
該 バ ン プ は 導 通 さ れ て お り 、
　 他 方 の 回 路 基 板 に は 、 前 記 バ ン プ が 挿 入 可 能 で 、 該 バ ン プ と 電 気 的 に 導 通 す る と 共 に 、
該 バ ン プ を 係 止 し 得 る 導 電 パ タ ー ン を 形 成 し て 成 る 弾 性 体 を 取 り 付 け 、 該 回 路 基 板 の 回 路
と 該 導 電 パ タ ー ン は 導 通 さ れ て お り 、
　 前 記 弾 性 体 を 前 記 バ ン プ に 挿 入 す る こ と に よ り 、 前 記 両 回 路 基 板 が 電 気 的 且 つ 、 機 械 的
に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 弾 性 体 は 、 回 路 付 基 板 と 、 こ の 回 路 付 基 板 に 形 成 し た 溝 及 び ス ル ー ホ ー ル 内 に 充 填
し て 一 体 成 形 し た 導 電 ゴ ム と か ら 成 り 、 該 基 板 の 回 路 と 前 記 導 電 ゴ ム 自 体 で 前 記 導 電 パ タ
ー ン を 形 成 し た 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 弾 性 体 は 、 回 路 付 基 板 と 、 こ の 回 路 付 基 板 上 、 及 び 該 基 板 に 形 成 し た ス ル ー ホ ー ル
内 に 充 填 し て 一 体 成 形 し た 導 電 ゴ ム と か ら 成 り 、 該 基 板 の 回 路 と 前 記 導 電 ゴ ム 自 体 で 前 記
導 電 パ タ ー ン を 形 成 し た 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 弾 性 体 を 、 回 路 付 絶 縁 基 板 と 、 こ の 基 板 に 接 合 し た 導 電 ゴ ム シ ー ト か ら な り 、 こ の
導 電 ゴ ム シ ー ト に は 、 バ ン プ が 挿 入 さ れ る 穴 が 形 成 さ れ て お り 、 該 基 板 の 回 路 と 前 記 導 電
ゴ ム シ ー ト 自 体 で 前 記 導 電 パ タ ー ン を 形 成 し た 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 間 接 続 コ
ネ ク タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 導 電 ゴ ム シ ー ト に は 、 銅 箔 が 設 け ら れ て お り 、 回 路 付 絶 縁 基 板 の 接 合 用 パ タ ー ン に
前 記 銅 箔 部 分 が 接 合 さ れ る 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 小 型 薄 型 電 子 機 器 に 使 用 す る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 小 型 軽 量 化 が 進 む 携 帯 電 話 、 デ ジ タ ル カ メ ラ よ う な 電 子 機 器 に 使 用 さ れ る コ ネ ク タ と し
て 、 ２ 枚 の 印 刷 配 線 基 板 を 対 向 さ せ て 基 板 間 の 電 子 回 路 を 互 い に 接 続 す る た め に 基 板 間 接
続 コ ネ ク タ が 用 い ら れ る 。 こ の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ は 、 接 続 さ れ る 一 方 の 印 刷 配 線 基 板 に
ソ ケ ッ ト を 備 え 、 接 続 さ れ る 他 方 の 基 板 に は ヘ ッ ダ が 設 け ら れ 、 ソ ケ ッ ト と ヘ ッ ダ を 接 続
す る こ と に よ り 、 ソ ケ ッ ト と ヘ ッ ダ の 両 印 刷 配 線 基 板 に 形 成 し た 電 気 回 路 を 接 続 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の こ の 種 の 基 板 間 接 続 用 コ ネ ク タ で は 、 例 え は 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る よ う に 、 接
続 さ れ る 一 方 の コ ネ ク タ と な る ソ ケ ッ ト に 、 帯 状 導 体 を 袋 小 路 状 に 折 り 曲 げ 成 形 し た コ ン
タ ク ト を 設 け 、 こ の コ ン タ ク ト の 袋 小 路 状 部 分 に 、 他 方 の コ ネ ク タ と し て ヘ ッ ダ か ら 突 出
さ せ た 導 体 部 分 を 有 す る ポ ス ト を 挿 入 し て 嵌 め 込 み 、 コ ン タ ク ト の 袋 小 路 状 部 分 の 内 側 面
と ポ ス ト の 外 側 面 と を ば ね 接 触 さ せ て 導 通 さ せ る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 更 な る 小 型 化 、 薄 型 化 に 対 し て は 、 上 記 特 許 文 献 １ の コ ネ ク タ で は 、 コ
ン タ ク ト の 袋 小 路 部 分 の 内 側 面 と ポ ス ト の 外 側 面 と を 接 触 さ せ て 導 通 さ せ る 構 造 と な っ て
い る た め 、 か か る 構 造 を さ ら に 薄 型 化 し よ う と す る と 、 コ ン タ ク ト の 折 り 曲 げ 成 形 が 難 し
く な る 上 に 、 接 触 部 分 の 長 さ を 短 く す る と 、 十 分 な 接 触 面 積 の 確 保 が 困 難 と な り 、 ま た 、
コ ン タ ク ト と ポ ス ト と の 嵌 合 に よ る 結 合 力 が 弱 く な っ て 、 外 れ や す く な っ て し ま う 問 題 が
あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 こ の よ う な コ ネ ク タ に お け る 狭 ピ ッ チ 化 、 高 密 度 化 で は 、 コ ネ ク タ の ハ ウ ジ ン グ
に 固 定 さ れ る コ ン タ ク ト 及 び ポ ス ト と 共 に こ れ ら の 圧 入 溝 も 狭 ピ ッ チ 化 す る 必 要 が あ る 。
し か し 、 コ ン タ ク ト や ポ ス ト が 圧 入 さ れ る ハ ウ ジ ン グ は 、 合 成 樹 脂 成 部 材 を 使 用 す る の で
加 工 性 や 強 度 な ど か ら 微 細 化 に 限 度 が あ る た め 狭 ピ ッ チ 化 が 難 し く 、 さ ら に コ ン タ ク ト や
ポ ス ト の 圧 入 に 耐 え る に は 、 ハ ウ ジ ン グ に 最 低 限 の 肉 厚 が 必 要 と さ れ る た め こ の 点 か ら も
低 背 化 が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 、 従 来 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ で は 、 成 形 と 金 属 部 品 か ら な り 、 電 気 的 接 続 及
び 機 械 的 接 触 も 、 複 雑 に 立 体 的 に 機 械 加 工 さ れ た 金 属 ば ね 同 士 の 弾 性 変 形 内 で 行 わ れ て い
て 、 低 背 化 （ 薄 型 化 ） や 高 密 度 化 に は 自 ず と 限 界 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ０ ５ ５ ４ ６ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 立 体 的 な 複 雑 な 金 属 ば ね
同 士 の 接 続 を 無 く し 、 電 気 的 、 機 械 的 接 合 を 同 時 に で き 、 従 来 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に 比
べ て 、 よ り 薄 型 化 が 図 れ る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 請 求 項 １ の 発 明 は 、 回 路 基 板 同 士 を 接 続 す る 基 板 間 接 続 コ ネ
ク タ で あ っ て 、 一 方 の 回 路 基 板 に は 、 傘 型 形 状 を し た 導 電 用 の バ ン プ を 取 り 付 け 、 該 回 路
基 板 の 回 路 と 該 バ ン プ は 導 通 さ れ て お り 、 他 方 の 回 路 基 板 に は 、 前 記 バ ン プ が 挿 入 可 能 で
、 該 バ ン プ と 電 気 的 に 導 通 す る と 共 に 、 該 バ ン プ を 係 止 し 得 る 導 電 パ タ ー ン を 形 成 し て 成
る 弾 性 体 を 取 り 付 け 、 該 回 路 基 板 の 回 路 と 該 導 電 パ タ ー ン は 導 通 さ れ て お り 、 前 記 弾 性 体
を 前 記 バ ン プ に 挿 入 す る こ と に よ り 、 前 記 両 回 路 基 板 が 電 気 的 且 つ 、 機 械 的 に 接 続 さ れ る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に お い て 、 前 記 弾 性 体 は 、 回
路 付 基 板 と 、 こ の 回 路 付 基 板 に 形 成 し た 溝 及 び ス ル ー ホ ー ル 内 に 充 填 し て 一 体 成 形 し た 導
電 ゴ ム と か ら 成 り 、 該 基 板 の 回 路 と 前 記 導 電 ゴ ム 自 体 で 前 記 導 電 パ タ ー ン を 形 成 し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に お い て 、 前 記 弾 性 体 は 、 回
路 付 基 板 と 、 こ の 回 路 付 基 板 上 、 及 び 該 基 板 に 形 成 し た ス ル ー ホ ー ル 内 に 充 填 し て 一 体 成
形 し た 導 電 ゴ ム と か ら 成 り 、 該 基 板 の 回 路 と 前 記 導 電 ゴ ム 自 体 で 前 記 導 電 パ タ ー ン を 形 成
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に お い て 、 前 記 弾 性 体 を 、 回
路 付 絶 縁 基 板 と 、 こ の 基 板 に 接 合 し た 導 電 ゴ ム シ ー ト か ら な り 、 こ の 導 電 ゴ ム シ ー ト に は
、 バ ン プ が 挿 入 さ れ る 穴 が 形 成 さ れ て お り 、 該 基 板 の 回 路 と 前 記 導 電 ゴ ム シ ー ト 自 体 で 前
記 導 電 パ タ ー ン を 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に お い て 、 前 記 導 電 ゴ ム シ ー
ト に は 、 銅 箔 が 設 け ら れ て お り 、 回 路 付 絶 縁 基 板 の 接 合 用 パ タ ー ン に 前 記 銅 箔 部 分 が 接 合
さ れ る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 平 面 的 に 接 続 で き る バ ン プ 付 基 板 と 、 弾 性 体 回 路 基 板 と の ２
部 品 で 回 路 基 板 間 の 電 気 的 ・ 機 械 的 接 続 が で き る の で 、 従 来 の 高 さ と 空 間 的 ス ペ ー ス を 取
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る 複 雑 な 立 体 的 な ば ね 片 を 用 い る こ と な く 、 ま た 、 ば ね 片 圧 入 用 の 厚 さ を 必 要 と す る 筺 体
も 不 要 と し て 、 電 気 的 ・ 機 械 的 接 続 を 行 う こ と が で き 、 そ の 分 、 よ り 低 背 化 、 高 密 度 化 で
き る 。 ま た 、 バ ン プ が 弾 性 体 に 挿 入 さ れ て 導 電 パ タ ー ン と 接 触 接 続 さ れ る の で 、 弾 性 体 の
バ ン プ か ら の 挿 抜 時 に 、 接 触 部 分 に 弾 性 作 用 が 働 く 。 こ れ に よ り 、 バ ン プ が 挿 入 さ れ た と
き は 、 バ ン プ の 太 い 傘 の 部 分 が 弾 性 体 に 引 っ 掛 か か っ て 係 止 さ れ 、 弾 性 体 が バ ン プ か ら 、
無 闇 に 抜 け る の を 防 止 で き る 。 ま た 、 バ ン プ か ら 抜 こ う と す る と き は 、 傘 部 分 に 引 っ 掛 か
っ て い た 弾 性 体 部 分 が 弾 性 変 形 す る の で 、 よ り 容 易 に 抜 け る 。 ま た 、 バ ン プ が 挿 入 さ れ る
弾 性 体 は 導 電 性 パ タ ー ン を 備 え て い る の で 、 バ ン プ が 弾 性 体 内 の ど の 部 分 で 引 っ 掛 か っ て
い て も 、 電 気 的 接 続 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 導 電 ゴ ム 自 身 が 電 気 的 接 続 を 行 う た め 、 弾 性 体 に メ ッ キ 加 工
等 に よ る 回 路 形 成 を し な く て よ く 、 銅 箔 等 の 導 電 パ タ ー ン 形 成 が 不 要 と な り 、 製 造 が 簡 単
に 成 る 。 ま た 、 導 電 ゴ ム で 基 板 を 形 成 す る た め 導 電 性 パ タ ー ン が 不 要 な の で 、 弾 性 体 に 導
体 パ タ ー ン を 形 成 す る 場 合 に 比 べ 、 バ ン プ の 太 い 傘 の 部 分 に よ る 挿 抜 時 に お け る 銅 箔 等 の
導 電 パ タ ー ン に お け る 回 路 の 削 れ を 心 配 し な く て 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 回 路 基 板 に 溝 加 工 を 施 す こ と な く 一 体 化 を 行 う の で 、 工 程 が
簡 単 に な り 、 製 造 コ ス ト が 安 く な る 。 ま た 、 強 度 の 弱 い 薄 い 基 板 に さ ら に 強 度 を 劣 化 さ せ
る 溝 加 工 を 用 い な い の で 、 コ ネ ク タ 強 度 の 低 下 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 導 電 ゴ ム と 基 板 の 一 体 成 形 を せ ず に 、 独 立 し た 導 電 ゴ ム シ ー
ト を 使 用 す る た め 、 導 電 ゴ ム ー 体 成 形 の 高 価 な 設 備 や 、 難 し い 技 術 が 不 要 に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 導 電 ゴ ム シ ー ト が 銅 箔 を 有 し て い る の で 、 簡 単 に 回 路 付 絶 縁
基 板 に 接 合 で き る 。 ま た 、 導 電 ゴ ム シ ー ト に 銅 箔 を 貼 っ た 状 態 で 、 こ の 銅 箔 付 き ゴ ム シ ー
ト か ら 、 機 械 的 加 工 で 不 要 部 分 を 除 去 し 、 さ ら に 、 こ の 成 形 さ れ た 銅 箔 付 き ゴ ム シ ー ト か
を 、 貼 ら れ た 銅 箔 に よ り 回 路 付 絶 縁 基 板 と 接 合 し た 後 、 こ の ゴ ム シ ー ト 付 き 基 板 か ら 、 再
度 、 機 械 的 に 不 要 部 分 を 除 去 す る こ と に よ り 、 基 板 上 に 独 立 し た 必 要 な 導 電 ゴ ム を 簡 単 に
加 工 形 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に つ い て 図 １ 乃 至 図 ５ を 参 照
し て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ １ は 、 接 続 さ れ る 回 路 基 板 ２ 、 ３ を 備 え
、 こ れ ら の 回 路 基 板 ２ ， ３ に は 、 そ れ ぞ れ 回 路 基 板 ２ の 絶 縁 性 基 板 ２ １ の 表 面 に 形 成 さ れ
た 回 路 パ タ ー ン ２ ２ と 、 回 路 基 板 ３ の 絶 縁 性 基 板 ３ １ の 表 面 に 形 成 さ れ た 回 路 パ タ ー ン ３
２ と を 電 気 的 に 接 続 す る 基 板 間 接 続 用 の 第 １ の コ ネ ク タ ４ と 第 ２ の コ ネ ク タ ５ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ の コ ネ ク タ は ４ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 絶 縁 性 部 材 か ら な る 基 板 ４ １ と こ の 基 板 ４
１ の 表 面 （ 図 １ で は 上 面 ） に 設 け ら れ た 導 電 パ タ ー ン ４ ２ を 有 し 、 さ ら に こ の 導 電 パ タ ー
ン ４ ２ 上 に は 、 傘 型 形 状 を し た 導 電 用 の バ ン プ ４ ３ （ 所 謂 マ ッ シ ュ ル ー ム バ ン プ ） と 、 ス
ル ー ホ ー ル ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の ス ル ー ホ ー ル ４ ４ を 通 し て 、 回 路 基 板 ２
の 回 路 パ タ ー ン ２ ２ と 基 板 ４ １ の 導 電 パ タ ー ン ４ ２ と を 半 田 付 け す る こ と に よ り 、 バ ン プ
４ ３ は 回 路 パ タ ー ン ２ ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る と 共 に 、 コ ネ ク タ は ４ が 回 路 基 板 ２ に 固 定
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 バ ン プ ４ ３ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 金 属 等 の 比 較 的 硬 い 導 電 性 材 料 に よ り 形 成 さ れ 、 円
形 の 傘 型 の 傘 部 ４ ３ ａ と 首 部 ４ ３ ｂ か ら な り 、 導 電 パ タ ー ン ４ ２ と 一 体 と な っ て 基 板 １ に
形 成 さ れ て い る 。 こ の 傘 部 ４ ３ ａ は 、 直 径 φ １ ａ を 持 つ 略 円 盤 形 を 成 し 、 首 部 ４ ３ ｂ は 、
直 径 φ １ ｂ を 持 つ 円 柱 形 を 成 し て い る 。 こ れ ら 直 径 φ １ ａ 、 φ １ ｂ と バ ン プ ４ ３ の 高 さ は
、 バ ン プ ４ ３ が 後 述 の コ ネ ク タ ２ の 弾 性 体 基 板 ５ １ の ス ル ー ホ ー ル ５ ５ の 形 成 さ れ た 弾 性
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導 電 部 ５ ４ （ 図 ４ （ ａ ） 参 照 ） に 挿 入 さ れ 、 こ の バ ン プ ４ ３ の 傘 部 ４ ３ ａ が 弾 性 導 電 部 ５
４ 内 で 弾 性 圧 に よ り 引 っ 掛 か り 、 弾 性 導 電 部 ５ ４ 内 で 係 止 さ れ る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
こ の バ ン プ ４ ３ は 、 基 板 ４ １ の 導 電 パ タ ー ン ４ ２ 上 の 長 手 方 向 に ２ 列 平 行 の 複 数 列 に 独 立
し て 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ の バ ン プ ４ ３ が バ ン プ 裏 面 の 接 続 パ タ ー ン ４ ５ を 介 し て 回 路 基 板
２ 上 の 複 数 の 回 路 パ タ ー ン ２ ２ と 一 体 接 続 さ れ て い る 。 こ の 複 数 列 配 置 に よ り 、 回 路 基 板
同 士 を マ ト リ ッ ク ス 状 で 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ２ の コ ネ ク タ は ５ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 弾 性 体 部 材 （ 例 え ば 、 シ リ コ ン ゴ ム シ ー ト
） か ら な る 基 板 ５ １ と 、 こ の 基 板 ５ １ の 表 面 ５ ２ ａ （ 図 １ で は 下 面 ） 及 び 長 手 方 向 の 側 面
５ ２ ｃ に 連 続 し て 導 電 パ タ ー ン ５ ３ 、 ５ ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 表 面 ５ ２ ａ の 導 電 パ
タ ー ン ５ ３ に は 、 バ ン プ ４ ３ を 挿 入 で き る ス ル ー ホ ー ル ５ ５ を 持 つ 弾 性 導 電 部 ５ ４ が 基 板
５ １ の 円 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の ス ル ー ホ ー ル ５ ５ の 孔 径 の 直 径 φ ２ ａ は 、 バ ン プ ４
３ の 傘 部 ４ ３ ａ の 直 径 φ １ ａ よ り 小 さ く 、 首 部 ４ ３ ｂ の 直 径 φ １ ｂ と 略 同 等 に 設 定 さ れ て
い る 。 こ の 傘 部 ４ ３ ａ 及 び 首 部 ４ ３ ｂ の 各 直 径 は 、 後 述 の ス ル ー ホ ー ル ５ ５ か ら な る バ ン
プ 接 続 用 の 弾 性 導 電 部 ５ ４ （ 図 ４ 参 照 ） に バ ン プ ４ ３ が 挿 入 さ れ る と き 、 弾 性 導 電 部 ５ ４
の 内 部 の 円 周 壁 面 ５ ５ ａ が 、 硬 い バ ン プ ４ ３ の 挿 入 圧 に よ り 、 バ ン プ ４ ３ の 先 端 の 径 の 大
き い 傘 部 ４ ３ ａ に よ り 径 方 向 に 膨 れ て 弾 性 変 形 さ れ 、 バ ン プ ４ ３ が 円 周 壁 面 ５ ５ ａ に 食 い
込 み 、 バ ン プ ４ ３ を 弾 性 導 電 部 ５ ４ 内 に 係 止 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の と き 、 弾 性 導 電 部 ５ ４ の ス ル ー ホ ー ル ５ ５ の 銅 箔 か ら な る 円 周 壁 面 ５ ５ ａ は 、 薄 く
し て 弾 力 性 を 持 た せ 、 弾 性 体 部 材 の 基 板 ５ １ と 一 体 と な っ て 弾 性 変 形 す る よ う に し て い る
。 こ れ に よ り 、 バ ン プ ４ ３ と 弾 性 導 電 部 ５ ４ が 接 触 接 続 と 係 止 接 続 が 同 時 に で き 、 電 気 的
、 機 械 的 に 接 続 が 可 能 と な る 。 ま た 、 側 面 ５ ２ ｃ の 導 電 パ タ ー ン ５ ３ ａ と 回 路 基 板 ３ の 回
路 パ タ ー ン ３ ２ と を 半 田 付 け す る こ と に よ り 、 導 電 パ タ ー ン ５ ３ は 回 路 パ タ ー ン ３ ２ と 電
気 的 に 接 続 さ れ る と 共 に 、 コ ネ ク タ は ５ が 回 路 基 板 ３ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 基 板 ４ １ と 基 板 ５ １ は 、 こ れ ら を 結 合 す る 所 定 の 基 板 間 結 合 手 段 に よ っ て 第 １ の コ
ネ ク タ ４ と 第 ２ の コ ネ ク タ ５ が 相 互 に 結 合 さ れ 、 そ れ ら が 結 合 さ れ た 状 態 で 、 第 １ の コ ネ
ク タ ４ の 導 電 パ タ ー ン ４ ２ 上 に 形 成 さ れ た バ ン プ ４ ３ に 第 ２ の コ ネ ク タ ５ の 導 電 パ タ ー ン
５ ３ 上 に 形 成 さ れ た ス ル ー ホ ー ル ５ ５ が 押 圧 さ れ て 挿 入 さ れ て 接 触 導 通 し 、 こ の 接 触 導 通
部 分 を 介 し て 、 第 １ の 回 路 基 板 ２ の 回 路 パ タ ー ン ２ ２ と 第 ２ の 回 路 基 板 ３ の 回 路 パ タ ー ン
３ ２ と が 導 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 弾 性 導 電 部 ５ ４ を バ ン プ ４ ３ に 上 か ら 挿 入 し た 状 態 に お け る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ
１ の 回 路 基 板 ２ ， ３ の 接 続 に つ い て 、 図 ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ） を 参 照 し て 説 明 す る 。 前 述 の よ
う に 回 路 基 板 ２ に は 、 バ ン プ ４ ３ を 有 す る 第 １ の コ ネ ク タ ４ が バ ン プ ４ ３ の 裏 面 側 の 接 続
パ タ ー ン ４ ５ を 介 し て 回 路 基 板 ２ の 回 路 パ タ ー ン ２ ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 状 態 で 固 定 さ
れ 、 回 路 基 板 ３ に は 、 弾 性 導 電 部 ５ ４ を 有 す る 第 ２ の コ ネ ク タ ５ が 弾 性 導 電 部 ５ ４ と 回 路
基 板 ３ の 回 路 パ タ ー ン ３ ２ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ た 状 態 で 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 コ ネ ク タ ４ と コ ネ ク タ ５ の 接 続 は 、 弾 性 導 電 部 ５ ４ を バ ン プ ４ ３ に 、 そ の 上 方 （ 図 ５ の
紙 面 上 部 ） か ら 挿 入 す る こ と に よ る 接 触 接 続 に よ っ て 行 わ れ る 。 弾 性 導 電 部 ５ ４ が バ ン プ
４ ３ に 挿 入 さ れ る と 、 バ ン プ ４ ３ の 先 端 の 傘 部 ４ ３ ａ は 、 基 板 ５ １ の 厚 さ 方 向 の 中 間 付 近
ま で 挿 入 さ れ 、 傘 部 ４ ３ ａ が 接 触 す る 弾 性 導 電 部 ５ ４ の ス ル ー ホ ー ル ５ ５ 内 で の 円 周 壁 面
５ ５ ａ と の 接 触 部 分 を 、 そ の 径 が 拡 大 す る 方 向 に 押 し 広 げ る 形 で 押 圧 す る 。 こ れ に よ り 、
接 触 部 分 は 、 基 板 ５ １ 内 に 食 い 込 む 形 で 基 板 ５ １ と 共 に 弾 性 変 形 さ れ 、 凹 型 に へ 込 ん だ 形
に な る 。 バ ン プ ４ ３ の 先 端 の 首 部 ４ ３ ｂ は 、 そ の 径 φ １ ｂ が 略 弾 性 導 電 部 ５ ４ の ス ル ー ホ
ー ル ５ ５ の 径 φ ２ ａ と 略 等 し い の で 、 挿 入 に よ っ て ス ル ー ホ ー ル ５ ５ の 内 側 面 に は 押 圧 を
殆 ど 加 え な い の で 、 首 部 ４ ３ ｂ の 挿 入 さ れ る 部 分 の 弾 性 導 電 部 ５ ４ の ス ル ー ホ ー ル ５ ５ の
内 側 面 は 、 殆 ど 変 形 し な い 。 従 っ て 、 弾 性 導 電 部 ５ ４ 内 の 弾 性 変 形 は バ ン プ ４ ３ の 先 端 の
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傘 部 ４ ３ ａ に お い て の み 発 生 す る の で 、 弾 性 導 電 部 ５ ４ 内 で バ ン プ ４ ３ が 食 い 込 ん で 引 っ
掛 か り 、 弾 性 導 電 部 ５ ４ と バ ン プ ４ ３ を 係 止 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 こ れ ら の コ ネ
ク タ １ と コ ネ ク タ ２ を 接 続 し て 、 回 路 基 板 ２ ， ３ を 電 気 的 、 機 械 的 に 接 続 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 基 板 ５ １ 上 の 弾 性 導 電 部 ５ ４ を 基 板 ４ １ 上 の 傘 型 の
バ ン プ ４ ３ に 挿 入 す る こ と に よ り 、 バ ン プ 付 基 板 （ コ ネ ク タ ４ ） と 平 面 状 に 形 成 し た 弾 性
挿 入 孔 付 き 基 板 （ コ ネ ク タ ５ ） と の ２ 部 品 で 接 触 導 通 と 互 い の 係 止 を 行 う の で 、 バ ン プ ４
３ が 基 板 ５ １ 内 に 挿 入 さ れ て 低 く な り 、 従 来 の 高 さ と 空 間 ス ペ ー ス の 取 る 立 体 的 な ば ね 片
を 用 い る こ と な く 、 ま た 、 ば ね 片 圧 入 用 の 厚 さ を 必 要 と す る 筺 体 も 不 要 と し て 、 電 気 的 ・
機 械 的 接 続 を 行 う こ と が で き 、 そ の 分 、 よ り 低 背 化 、 高 密 度 化 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 コ ネ ク タ １ の バ ン プ ４ ３ と 接 続 す る コ ネ ク タ ２ の 基 板 ５ １ に 弾 性 体 を 用 い た こ と
に よ り 、 バ ン プ ４ ３ に 接 続 さ れ る 挿 入 孔 を 基 板 ５ １ 自 体 に 設 け る こ と が で き る の で 、 挿 入
さ れ る ス ル ー ホ ー ル ５ ５ に 弾 性 を 持 つ 弾 性 導 電 部 ５ ４ を 形 成 で き る 。 こ れ に よ り 、 バ ン プ
４ ３ を 基 板 ５ １ に 直 接 挿 入 す る こ と に よ り 、 極 め て 簡 単 に 接 続 す る こ と が で き る 。 ま た 、
バ ン プ ４ ３ の 太 い 傘 部 ４ ３ ａ が 、 弾 性 導 電 部 ５ ４ 内 に 食 い 込 ん で 引 っ 掛 か っ て 係 止 さ れ る
の で 、 無 闇 に 抜 け る こ と は 無 く 、 ま た 、 バ ン プ ４ ３ か ら 抜 こ う と す る と 、 傘 部 ４ ３ ａ に 引
っ 掛 か っ て い た 食 い 込 ん だ 部 分 も 弾 性 体 で あ る た め 、 弾 性 変 形 の 柔 軟 性 に よ り 容 易 に 抜 け
る 。 ま た 弾 性 導 電 部 ５ ４ は ス ル ー ホ ー ル ５ ５ で 形 成 し て い る の で 、 バ ン プ ４ ３ が ス ル ー ホ
ー ル ５ ５ 内 の 銅 箔 の ど の 部 分 で 引 っ 掛 か っ て い て も 、 電 気 的 接 続 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に つ い て 図 ６ 乃 至 図 １ ０ を 参
照 し て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ １ は 、 基 本 的 構 成 は 、 前 記 第 １ の 実 施
形 態 と 同 じ で あ り 、 第 ２ の コ ネ ク タ ５ に お い て 、 基 板 ５ １ に 溝 及 び ス ル ー ホ ー ル を 形 成 し
し 、 そ の 中 に 導 電 ゴ ム ６ を 充 填 し て 、 基 板 ５ １ と 導 電 ゴ ム 一 体 成 形 し 、 導 電 ゴ ム 自 体 で 導
電 パ タ ー ン を 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ １ は 、 接 続 さ れ る 回 路 基 板 ２ 、 ３ を 備 え 、 こ れ ら の 回
路 基 板 ２ ， ３ に は 、 そ れ ぞ れ 回 路 基 板 ２ の 絶 縁 性 基 板 ２ １ の 表 面 に 形 成 さ れ た 回 路 パ タ ー
ン ２ ２ と 、 回 路 基 板 ３ の 絶 縁 性 基 板 ３ １ の 表 面 に 形 成 さ れ た 回 路 パ タ ー ン ３ ２ と を 電 気 的
に 接 続 す る 基 板 間 接 続 用 の 第 １ の コ ネ ク タ ４ と 第 ２ の コ ネ ク タ ５ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ の コ ネ ク タ は ４ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 絶 縁 性 部 材 か ら な る 基 板 ４ １ と こ の 基 板 ４
１ の 表 面 （ 図 １ で は 上 面 ） に 設 け ら れ た 導 電 パ タ ー ン ４ ２ を 有 し 、 さ ら に こ の 導 電 パ タ ー
ン ４ ２ 上 に は 、 傘 型 形 状 を し た 導 電 用 の バ ン プ ４ ３ と 、 ス ル ー ホ ー ル ４ ４ が 設 け ら れ て い
る 。 そ し て 、 こ の ス ル ー ホ ー ル ４ ４ を 通 し て 、 回 路 基 板 ２ の 回 路 パ タ ー ン ２ ２ と 基 板 ４ １
の 導 電 パ タ ー ン ４ ２ と を 半 田 付 け す る こ と に よ り 、 バ ン プ ４ ３ は 回 路 パ タ ー ン ２ ２ と 電 気
的 に 接 続 さ れ る と 共 に 、 コ ネ ク タ は ４ が 回 路 基 板 ２ に 固 定 さ れ る 。 本 実 施 形 態 の コ ネ ク タ
４ は 、 前 記 第 １ の 実 施 形 態 に お け る コ ネ ク タ ５ と 同 様 で あ る の で 、 図 面 と 詳 細 な 説 明 は 省
略 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ２ の コ ネ ク タ は ５ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 絶 縁 基 板 ５ １ に 、 ス ル ー ホ ー ル 加 工 及 び 溝
加 工 を 施 し 、 こ の 加 工 に よ り 形 成 さ れ た ス ル ー ホ ー ル ５ ５ と ゲ ー ト 溝 ５ ６ に 、 導 電 ゴ ム ６
を 充 填 し て 一 体 成 形 し 、 導 電 ゴ ム ６ 自 体 で 導 電 パ タ ー ン ６ １ を 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 基 板 ５ １ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 厚 さ ｄ １ を 成 し 、 後 述 の 導 電 パ タ ー ン ６ １ （ 図 ９
参 照 ） を 形 成 し た 導 電 ゴ ム ６ を 充 填 し て 一 体 化 す る た め 、 導 電 パ タ ー ン ６ １ の 弾 性 導 電 部
６ ２ 、 及 び 弾 性 導 電 部 ６ ２ を 連 結 す る ゲ ー ト ラ イ ン ６ ４ （ 以 下 、 ゲ ー ト と い う ） を そ れ ぞ
れ 挿 入 で き る 直 径 φ ２ ａ の ス ル ー ホ ー ル ５ ５ と 、 ゲ ー ト 溝 ５ ６ と 、 充 填 後 に ゲ ー ト ６ ４ を
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分 離 す る た め の 分 断 孔 ５ ７ を そ れ ぞ れ 有 す る 。 ま た 、 ス ル ー ホ ー ル ５ ５ の 内 径 は 、 基 板 ５
１ の 中 央 部 で の 小 さ く な っ て 直 径 φ ２ ｂ と な り 、 円 周 上 に 亘 っ て 凸 部 ５ ５ ｂ を 形 成 し て お
り 、 充 填 さ れ る 弾 性 導 電 部 ６ ２ の 外 側 壁 面 に 設 け ら れ た 窪 み 部 ６ ２ ｂ と 嵌 め 合 せ て 係 合 す
る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 基 板 ５ １ の 厚 み ｄ １ は 、 充 填 さ れ る 弾 性 導 電 部 ６ ２ の 厚
み ｄ ４ と ほ ぼ 等 し く 設 定 さ れ て お り 、 ゲ ー ト 溝 ５ ６ の 深 さ ｄ ２ は 、 充 填 さ れ る ゲ ー ト ６ ４
の 厚 み と ｄ ３ と 略 同 じ に 設 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 後 述 す る 導 電 ゴ ム ６ の 導 電 パ タ ー
ン ６ １ を ス ル ー ホ ー ル ５ ５ と ゲ ー ト 溝 ５ ６ と に よ り 嵌 入 さ せ 充 填 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 導 電 ゴ ム ６ に よ る 導 電 パ タ ー ン ６ １ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 バ ン プ ４ ３ に 対 応 す る
位 置 に バ ン プ 挿 入 用 の ス ル ー ホ ー ル ６ ３ を 有 す る 複 数 の 円 筒 形 の 弾 性 導 電 部 ６ ２ と 、 弾 性
導 電 部 ６ ２ 間 を 連 結 す る ゲ ー ト ６ ４ は 製 造 上 仮 に 設 け た 連 結 用 の 導 電 ゴ ム ゲ ー ト ６ ４ （ 以
下 、 ゲ ー ト と い う ） を 備 え 、 ゲ ー ト ６ ４ は 、 基 板 ５ １ に 充 填 さ れ た 後 は 、 切 断 さ れ 、 導 電
パ タ ー ン ６ １ 内 に 電 気 的 に 独 立 し た 回 路 が 形 成 さ れ る 。 弾 性 導 電 部 ６ ２ で は 、 そ の 外 周 の
直 径 φ ３ ａ は 、 充 填 さ れ る 基 板 ５ １ の ス ル ー ホ ー ル ５ ５ の 入 口 側 の 直 径 φ ２ ａ に 略 等 し く
、 そ の 厚 み 方 向 の 中 央 部 分 の 周 囲 に 窪 み 部 ６ ２ ｂ を 有 し 、 こ の 窪 み 部 ６ ２ ｂ の 円 周 壁 の 内
径 を 直 径 φ ２ ａ よ り 小 さ い 直 径 φ ２ ｂ と し て 細 く て い る 。 こ の 窪 み 部 ６ ２ ｂ は 、 弾 性 導 電
部 ６ ２ が 基 板 ５ １ に 充 填 さ れ た と き 、 基 板 ５ １ の ス ル ー ホ ー ル ５ ５ 内 の 円 周 上 に 設 け ら れ
た 凸 部 ５ ５ ｂ と 嵌 め 合 せ て 係 合 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 弾 性 導 電 部 ６ ２ の バ ン プ
４ ３ が 挿 入 さ れ る ス ル ー ホ ー ル ６ ３ の 直 径 φ ３ ｂ は 、 前 述 の バ ン プ ４ ３ の 傘 部 ４ ３ ａ の 直
径 φ １ ａ よ り 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ８ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 上 記 の 基 板 ５ １ と 導 電 ゴ ム ６ で 形 成 さ れ た
コ ネ ク タ ５ で は 、 導 電 ゴ ム ６ に よ る 導 電 パ タ ー ン ６ １ の 弾 性 導 電 部 ６ ２ と ゲ ー ト ６ ４ が 、
そ れ ぞ れ 基 板 ５ １ の ス ル ー ホ ー ル ５ ５ 内 及 び ゲ ー ト 溝 ５ ６ 内 に 充 填 さ れ て 導 電 パ タ ー ン ６
１ が 一 体 化 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 導 電 パ タ ー ン ６ １ を め っ き 等 で 別 途 設 け る 必 要 が な
い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 弾 性 導 電 部 ６ ２ を バ ン プ ４ ３ に 上 か ら 挿 入 し た 状 態 に お け る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ
１ の 回 路 基 板 ２ ， ３ の 接 続 に つ い て 、 図 １ ０ （ ａ ） 、 （ ｂ ） を 参 照 し て 説 明 す る 。 前 述 の
よ う に 回 路 基 板 ２ に は 、 バ ン プ ４ ３ を 有 す る 第 １ の コ ネ ク タ ４ が バ ン プ ４ ３ の 裏 面 側 の 接
続 パ タ ー ン ４ ５ を 介 し て 回 路 基 板 ２ の 回 路 パ タ ー ン ２ ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 状 態 で 固 定
さ れ 、 回 路 基 板 ３ に は 、 導 電 ゴ ム ６ に よ る 弾 性 導 電 部 ６ ２ を 有 す る 第 ２ の コ ネ ク タ ５ が 弾
性 導 電 部 ６ ２ と 回 路 基 板 ３ の 回 路 パ タ ー ン ３ ２ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ た 状 態 で 固 定 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 コ ネ ク タ ４ と コ ネ ク タ ５ の 接 続 は 、 弾 性 導 電 部 ６ ２ を バ ン プ ４ ３ に そ の 上 方 か ら 挿 入 す
る こ と に よ る 接 触 接 続 に よ っ て 行 わ れ る 。 導 電 ゴ ム ６ よ り な る 弾 性 導 電 部 ６ ２ の ス ル ー ホ
ー ル ６ ３ が バ ン プ ４ ３ に 上 方 か ら 挿 入 さ れ る と 、 そ の 直 径 φ １ ａ が ス ル ー ホ ー ル ６ ３ の 直
径 φ ３ ｂ よ り 大 き い た め 、 バ ン プ ４ ３ の 傘 部 ４ ３ ａ は 、 挿 入 さ れ る に 従 っ て 、 弾 性 導 電 部
６ ２ の ス ル ー ホ ー ル ６ ３ 内 の 側 壁 面 ６ ３ ａ を 径 方 向 に 拡 張 す る 。 バ ン プ ４ ３ の 傘 部 ４ ３ ａ
は 、 ス ル ー ホ ー ル ６ ３ の 奥 行 き の 中 央 部 ま で 押 し 進 む よ う に 設 定 さ れ て い る 。 従 っ て 、 バ
ン プ ４ ３ が 弾 性 導 電 部 ６ ２ に ほ ぼ 完 全 に 接 触 し た 状 態 で は 、 傘 部 ４ ３ ａ は ス ル ー ホ ー ル ６
３ の 中 央 部 に 位 置 し 、 そ の 中 央 部 付 近 の 周 側 壁 ６ ２ ａ を 径 方 向 に 圧 迫 し て 、 基 板 ５ １ の ス
ル ー ホ ー ル ５ ５ 内 の 凸 部 ５ ５ ｂ 方 向 に 押 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の と き 、 弾 性 導 電 部 ６ ２ は 、 導 電 ゴ ム ６ よ り な る 弾 性 体 の た め 、 接 触 部 分 ６ ２ ｃ は 、
弾 性 変 形 さ れ て 、 凹 型 に へ 込 ん だ 形 に な る 。 バ ン プ ４ ３ の 首 部 ４ ３ ｂ は 、 そ の 径 φ １ ｂ が
ス ル ー ホ ー ル ６ ３ の 直 径 φ ３ ｂ と 略 等 し い の で 、 周 側 壁 ６ ２ ａ に は 押 圧 を 殆 ど 加 え な い の
で 、 首 部 ４ ３ ｂ の 挿 入 さ れ る 部 分 の 弾 性 導 電 部 ６ ２ の 周 側 壁 ６ ２ ａ は 、 変 形 し な い 。 従 っ
て 、 弾 性 導 電 部 ６ ２ 内 の 弾 性 変 形 は バ ン プ ４ ３ の 先 端 の 傘 部 ４ ３ ａ に お い て の み 発 生 す る
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の で 、 弾 性 導 電 部 ６ ２ 内 で バ ン プ ４ ３ が 引 っ 掛 か り 、 弾 性 導 電 部 ６ ２ と バ ン プ ４ ３ を 係 止
さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 コ ネ ク タ １ と コ ネ ク タ ２ を 接 続 し て 、 回 路 基 板 ２ ， ３
を 電 気 的 、 機 械 的 に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 基 板 ５ １ に 導 電 ゴ ム ６ に よ る 導 電 パ タ ー ン ６ １ を 充
填 し て 形 成 し た 弾 性 導 電 部 ６ ２ を 基 板 ４ １ 上 の 傘 型 の バ ン プ ４ ３ に 挿 入 す る こ と に よ り 、
バ ン プ 付 基 板 の コ ネ ク タ ４ と 平 面 状 に 形 成 し た バ ン プ 挿 入 孔 付 き 基 板 の コ ネ ク タ ５ と の ２
部 品 で 接 触 導 通 と 互 い の 係 止 を 行 う の で 、 バ ン プ ４ ３ が 基 板 ５ １ 内 に 挿 入 さ れ て 低 く な り
、 前 記 と 同 様 に 従 来 の 高 さ と 場 所 の 取 る 立 体 的 な ば ね 片 を 用 い る こ と な く 、 ま た 、 ば ね 片
圧 入 用 の 厚 さ を 必 要 と す る 筺 体 も 不 要 と し て 、 電 気 的 ・ 機 械 的 接 続 を 行 う こ と が で き 、 そ
の 分 、 よ り 低 背 化 、 高 密 度 化 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 導 電 ゴ ム ６ 自 身 に 導 電 パ タ ー ン を 設 け て 電 気 的 接 続 を 行 う た め 、 弾 性 体 に メ ッ キ
加 工 等 に よ る 回 路 形 成 を し な く て よ く 、 回 路 基 板 用 の 銅 箔 等 に よ る 導 電 パ タ ー ン ６ １ の 形
成 が 不 要 と な り 、 導 電 パ タ ー ン ６ １ が 電 気 的 接 続 と 機 械 的 接 続 を 兼 ね る の で 製 造 が 簡 単 と
成 る 。 ま た 、 導 電 ゴ ム ６ で 基 板 を 形 成 す る た め の 金 属 箔 板 に よ る 導 電 性 パ タ ー ン が 不 要 な
の で 、 弾 性 体 に 導 電 パ タ ー ン ６ １ を 形 成 す る 場 合 に 比 べ 、 バ ン プ ４ ３ の 傘 部 ４ ３ ａ の 部 分
に よ る 挿 抜 時 の 導 電 パ タ ー ン ６ １ の 回 路 の 削 れ を 心 配 し な く て 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に つ い て 図 １ １ 乃 至 図 １ ４ を
参 照 し て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ １ は 、 基 本 的 構 成 は 、 前 記 第 ２ の 実
施 形 態 と 同 じ で あ り 、 第 ２ の コ ネ ク タ ５ に お い て 、 ゲ ー ト 溝 ５ ６ を 設 け ず 、 導 電 ゴ ム ６ に
よ る 導 電 パ タ ー ン ６ １ を 基 板 ５ １ に 一 体 形 成 し て 導 電 ゴ ム 自 体 で 弾 性 導 電 部 ６ ２ を 形 成 し
、 各 ゲ ー ト ６ ４ を 基 板 ５ １ 上 に 配 設 し た 点 で 前 記 第 ２ の 実 施 形 態 と 異 な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ １ は 、 接 続 さ れ る 回 路 基 板 ２ 、 ３ を 備 え 、 こ れ ら の 回
路 基 板 ２ ， ３ に は 、 そ れ ぞ れ 回 路 基 板 ２ の 絶 縁 性 基 板 ２ １ の 表 面 に 形 成 さ れ た 回 路 パ タ ー
ン ２ ２ と 、 回 路 基 板 ３ の 絶 縁 性 基 板 ３ １ の 表 面 に 形 成 さ れ た 回 路 パ タ ー ン ３ ２ と を 電 気 的
に 接 続 す る 基 板 間 接 続 用 の 第 １ の コ ネ ク タ ４ と 第 ２ の コ ネ ク タ ５ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 １ の コ ネ ク タ は ４ は 、 前 記 図 ６ に 示 す よ う に 、 絶 縁 性 部 材 か ら な る 基 板 ４ １ と こ の 基
板 ４ １ の 表 面 （ 図 １ １ で は 上 面 ） に 設 け ら れ た 導 電 パ タ ー ン ４ ２ を 有 し 、 さ ら に こ の 導 電
パ タ ー ン ４ ２ 上 に は 、 傘 型 形 状 を し た 導 電 用 の バ ン プ ４ ３ と 、 ス ル ー ホ ー ル ４ ４ が 設 け ら
れ て い る 。 そ し て 、 こ の ス ル ー ホ ー ル ４ ４ を 通 し て 、 回 路 基 板 ２ の 回 路 パ タ ー ン ２ ２ と 基
板 ４ １ の 導 電 パ タ ー ン ４ ２ と を 半 田 付 け す る こ と に よ り 、 バ ン プ ４ ３ は 回 路 パ タ ー ン ２ ２
と 電 気 的 に 接 続 さ れ る と 共 に 、 コ ネ ク タ は ４ が 回 路 基 板 ２ に 固 定 さ れ る 。 本 実 施 形 態 の コ
ネ ク タ ４ は 、 前 記 第 １ の 実 施 形 態 に お け る コ ネ ク タ ５ と 同 様 で あ る の で 、 詳 細 な 説 明 は 省
略 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 ２ の コ ネ ク タ は ５ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 前 記 第 ２ に 実 施 形 態 に お け る ゲ ー ト 溝 ５
６ （ 図 ７ 参 照 ｂ ） を 持 た ず 、 ス ル ー ホ ー ル ５ ５ と 分 断 孔 ５ ７ を 有 す る 基 板 ５ １ と 、 前 記 第
２ に 実 施 形 態 に お け る 導 電 ゴ ム ６ を 用 い て 弾 性 導 電 部 ６ ２ を 形 成 し た 導 電 パ タ ー ン ６ １ を
備 え 、 こ の 導 電 パ タ ー ン ６ １ の 弾 性 導 電 部 ６ ２ を 基 板 ５ １ の ス ル ー ホ ー ル ５ ５ に 挿 入 す る
こ と に よ り 一 体 成 形 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の コ ネ ク タ ５ は 、 基 本 的
に は 前 記 実 施 形 態 の コ ネ ク タ ５ と 同 等 で あ り 、 導 電 パ タ ー ン ６ １ の ゲ ー ト ６ ４ を 基 板 ５ １
上 に 形 成 し た 点 で 前 記 第 ２ に 実 施 形 態 と 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 基 板 ５ １ に は 、 銅 箔 に よ り ス ル ー ホ ー ル ５ ５ か 形 成 さ れ 、 こ の ス
ル ー ホ ー ル ５ ５ 内 の 奥 行 き 方 向 の 中 間 部 に は 前 記 同 様 に 凸 部 ５ ５ ｂ が 設 け ら れ て お り 、 ゲ
ー ト 溝 ５ ６ （ 図 ８ 参 照 ） が 施 さ れ て い な い 以 外 は 、 前 記 図 ７ と 同 様 で あ る 。 こ の 基 板 ５ １
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に 、 前 述 の 図 ９ に 示 さ れ た 同 様 の 導 電 ゴ ム ６ の 導 電 パ タ ー ン ６ １ を 装 着 し 、 弾 性 導 電 部 ６
２ を ス ル ー ホ ー ル ５ ５ に 充 填 す る こ と に よ り 、 図 １ ３ に 示 し た よ う に 、 基 板 ５ １ か ら ゲ ー
ト ６ ４ の 高 さ ｄ ２ だ け が 、 基 板 ５ １ の 表 面 に 出 た 形 で 基 板 ５ １ と 導 電 ゴ ム ６ が 一 体 化 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 弾 性 導 電 部 ６ ２ を バ ン プ ４ ３ に 上 か ら 挿 入 し た 状 態 に お け る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ
１ の 回 路 基 板 ２ ， ３ の 接 続 に つ い て 、 図 １ ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） を 参 照 し て 説 明 す る 。 前 述 の
よ う に 回 路 基 板 ２ に は 、 バ ン プ ４ ３ を 有 す る 第 １ の コ ネ ク タ ４ が バ ン プ ４ ３ の 裏 面 側 の 接
続 パ タ ー ン ４ ５ を 介 し て 回 路 基 板 ２ の 回 路 パ タ ー ン ２ ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 状 態 で 固 定
さ れ 、 回 路 基 板 ３ に は 、 導 電 ゴ ム ６ に よ る 弾 性 導 電 部 ６ ２ を 有 す る 第 ２ の コ ネ ク タ ５ が 弾
性 導 電 部 ６ ２ と 回 路 基 板 ３ の 回 路 パ タ ー ン ３ ２ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ た 状 態 で 固 定 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 コ ネ ク タ ４ と コ ネ ク タ ５ の 接 続 は 、 コ ネ ク タ ５ の 導 電 ゴ ム ６ に よ る 導 電 パ タ ー ン ６ １ に
お け る 弾 性 導 電 部 ６ ２ を バ ン プ ４ ３ に そ の 上 方 か ら 挿 入 す る こ と に よ る 接 触 接 続 に よ っ て
行 わ れ る 。 こ の 接 続 は 、 コ ネ ク タ ５ の 接 続 面 で ゲ ー ト ６ ４ の 高 さ ｄ ２ だ け 、 弾 性 導 電 部 ６
２ が 基 板 ５ １ の 表 面 化 だ 出 て い る 以 外 は 、 前 記 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 じ な の で 、 詳 細 な 説 明
は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 導 電 ゴ ム と 基 板 の 一 体 成 形 を せ ず に 、 独 立 し た 導 電
ゴ ム シ ー ト を 使 用 す る た め 、 導 電 ゴ ム ー 体 成 形 の 高 価 な 設 備 や 、 難 し い 技 術 が 不 要 に な る
。 ま た 、 基 板 ５ １ の 表 面 上 に 導 電 ゴ ム ６ が 導 電 パ タ ー ン ６ １ の ゲ ー ト ６ ４ の 高 さ だ け 出 て
い る の で 、 コ ネ ク タ ４ と コ ネ ク タ ５ の 面 接 触 時 に ゴ ム の 弾 性 に よ り 、 基 板 同 士 を よ り 密 着
し て 接 触 す る こ と が で き 、 ま た 、 機 械 的 に も 緩 衝 作 用 に よ り 、 コ ン タ ク ト 時 の 面 接 触 圧 で
壊 れ る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に つ い て 図 １ ５ 乃 至 図 １ ９ を
参 照 し て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ １ は 、 基 本 的 構 成 は 、 前 記 第 ３ の 実
施 形 態 と 同 じ で あ り 、 第 ２ の コ ネ ク タ ５ に お い て 、 導 電 ゴ ム ６ を シ ー ト 状 の 弾 性 体 と し 、
こ の 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ に 、 銅 箔 ７ を 設 け 、 こ の 銅 箔 部 分 に よ り 、 回 路 付 絶 縁 基 板 ３ の 接
合 用 の 回 路 パ タ ー ン ３ ２ に 銅 箔 部 分 を 接 合 し て 、 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ を 回 路 付 絶 縁 基 板 ３
に 半 田 付 け 等 で 一 体 化 す る と 共 に 、 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ 及 び 銅 箔 ７ に バ ン プ ４ ３ の ス ル ー
ホ ー ル ６ ３ 、 ７ ３ を 有 す る 弾 性 導 電 部 ６ ２ を 設 け て 、 バ ン プ ４ ３ と 弾 性 導 電 部 ６ ２ を 接 続
す る こ と に よ っ て 、 基 板 間 接 続 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ １ は 、 接 続 さ れ る 回 路 基 板 ２ 、 ３ を 備 え 、 こ れ ら の 回
路 基 板 ２ ， ３ に は 、 そ れ ぞ れ 回 路 基 板 ２ の 絶 縁 性 基 板 ２ １ の 表 面 に 形 成 さ れ た 回 路 パ タ ー
ン ２ ２ と 、 回 路 基 板 ３ の 絶 縁 性 基 板 ３ １ の 表 面 に 形 成 さ れ た 回 路 パ タ ー ン ３ ２ と を 電 気 的
に 接 続 す る 基 板 間 接 続 用 の 第 １ の コ ネ ク タ ４ と 第 ２ の コ ネ ク タ ５ を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 １ の コ ネ ク タ は ４ は 、 前 記 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 絶 縁 性 部 材 か ら な る 基 板 ４ １ と 、 こ
の 基 板 ４ １ の 表 面 （ 図 １ １ で は 上 面 ） に 設 け ら れ た 導 電 パ タ ー ン ４ ２ を 有 し 、 さ ら に こ の
導 電 パ タ ー ン ４ ２ 上 に は 、 傘 型 形 状 を し た 導 電 用 の バ ン プ ４ ３ と 、 ス ル ー ホ ー ル ４ ４ が 設
け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の ス ル ー ホ ー ル ４ ４ を 通 し て 、 回 路 基 板 ２ の 回 路 パ タ ー ン ２ ２
と 基 板 ４ １ の 導 電 パ タ ー ン ４ ２ と を 半 田 付 け す る こ と に よ り 、 バ ン プ ４ ３ は 回 路 パ タ ー ン
２ ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る と 共 に 、 コ ネ ク タ は ４ が 回 路 基 板 ２ に 固 定 さ れ る 。 本 実 施 形 態
の コ ネ ク タ ４ は 、 前 記 第 １ の 実 施 形 態 に お け る コ ネ ク タ ５ と 同 様 で あ る の で 、 詳 細 な 説 明
は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 ２ の コ ネ ク タ は ５ は 、 図 １ ６ 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 両 面 に ス ル ー ホ ー ル ５ ５ で 接 続
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さ れ た 回 路 パ タ ー ン を 有 す る 絶 縁 体 の 基 板 ５ １ と 、 表 面 に 銅 箔 ７ を 貼 り あ わ せ た 導 電 ゴ ム
シ ー ト ６ ａ を 有 し 、 銅 箔 ７ の 銅 箔 パ タ ー ン ７ １ は 、 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ の 導 電 パ タ ー ン ６
１ と 一 体 と な り 、 こ 銅 箔 パ タ ー ン ７ １ に は 、 導 電 パ タ ー ン ６ １ の ス ル ー ホ ー ル ６ ３ に 合 せ
て ス ル ー ホ ー ル ７ ３ が 設 け ら れ 、 こ の ス ル ー ホ ー ル ７ ３ の 表 面 上 の 周 辺 に は 基 板 ５ １ と 接
合 用 の ラ ン ド パ タ ー ン ７ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ラ ン ド パ タ ー ン ７ ２ は 、 後 述 の 図 １ ８
の 基 板 ５ １ の 表 面 ５ ２ ａ 上 の 導 電 パ タ ー ン ５ ３ の ス ル ー ホ ー ル ５ ５ の 円 周 辺 上 に 設 け ら れ
た ラ ン ド パ タ ー ン ５ ３ ｃ と ほ ぼ 同 形 を な し 、 こ れ ら と ラ ン ド パ タ ー ン ５ ３ ｃ と は 、 半 田 付
け で 接 合 さ れ 、 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ が 基 板 ５ １ と 電 気 的 に 接 合 さ れ て 固 定 さ れ る 。 こ れ に
よ り 、 コ ネ ク タ ５ は 、 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ 上 の 導 電 パ タ ー ン ６ １ に 形 成 さ れ た バ ン プ 接 続
用 の 弾 性 導 電 部 ６ ２ を 備 え 、 バ ン プ ４ ３ を 有 す る コ ネ ク タ ４ と 接 続 す る こ と が で き る 。 な
お 、 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ の 構 成 は 、 前 述 の 図 ９ に 示 し た 前 記 第 ３ の 実 施 形 態 の 導 電 ゴ ム ６
と 同 様 で あ る の で 、 そ の 図 面 と 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 上 記 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ と 接 合 さ れ る 基 板 ５ １ は 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 導 電 ゴ ム シ ー
ト ６ ａ と 接 合 さ れ る 表 面 ５ ２ ａ と 、 回 路 基 板 ３ と 接 合 さ れ る 裏 面 ５ ２ ｂ の 両 方 の 略 対 称 な
位 置 に 導 電 パ タ ー ン ５ ３ 、 ５ ３ ｂ を 有 し 、 こ れ ら の 回 路 パ タ ー ン は 、 回 路 パ タ ー ン 上 の ス
ル ー ホ ー ル ５ ５ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 導 電 パ タ ー ン ５ ３ ｂ は 、 図 １ ６ に
示 す よ う に 、 回 路 基 板 ３ の 回 路 パ タ ー ン ３ ２ と 半 田 付 け で 接 合 さ れ 、 こ れ に よ り 、 導 電 ゴ
ム シ ー ト ６ ａ と 接 合 さ れ る 基 板 ５ １ は 、 回 路 基 板 ３ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る と 共 に 、 回 路 基
板 ３ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 弾 性 導 電 部 ６ ２ を バ ン プ ４ ３ に 上 か ら 挿 入 し た 状 態 に お け る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ
１ の 回 路 基 板 ２ ， ３ の 接 続 に つ い て 、 図 １ ９ （ ａ ） 、 （ ｂ ） を 参 照 し て 説 明 す る 。 前 述 の
よ う に 回 路 基 板 ２ に は 、 バ ン プ ４ ３ を 有 す る 第 １ の コ ネ ク タ ４ が バ ン プ ４ ３ の 裏 面 側 の 接
続 パ タ ー ン ４ ５ を 介 し て 回 路 基 板 ２ の 回 路 パ タ ー ン ２ ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 状 態 で 固 定
さ れ 、 回 路 基 板 ３ に は 、 銅 箔 ７ で 基 板 ５ １ と 接 合 さ れ た 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ 上 の 弾 性 導 電
部 ６ ２ を 有 す る 第 ２ の コ ネ ク タ ５ が 回 路 基 板 ３ の 回 路 パ タ ー ン ３ ２ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ
た 状 態 で 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 コ ネ ク タ ４ と コ ネ ク タ ５ の 接 続 は 、 前 記 と 同 様 に 、 コ ネ ク タ ５ の 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ に
よ る 導 電 パ タ ー ン ６ １ に お け る 弾 性 導 電 部 ６ ２ を バ ン プ ４ ３ に 、 そ の 上 方 か ら 挿 入 す る こ
と に よ る 接 触 接 続 に よ っ て 行 わ れ る 。 こ の 接 触 接 続 は 、 挿 入 さ れ る バ ン プ ４ ３ が 、 そ の 傘
部 ４ ３ ａ に よ り 弾 性 導 電 部 ６ ２ の 内 部 側 面 を 弾 性 変 形 さ せ て 、 内 部 側 面 に 食 い 込 ん で 係 止
す も の で 、 接 触 接 続 の 方 法 は 前 記 第 ３ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ り 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ と 基 板 ５ １ の 一 体 成 形 を せ ず に
、 独 立 し た 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ を 使 用 す る た め 、 導 電 ゴ ム ー 体 成 形 の た め の 高 価 な 設 備 や
、 難 し い 技 術 が 不 要 に な る 。 ま た 、 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ の 表 面 に 銅 箔 ７ を 有 し て い る の で
、 銅 箔 ７ を 用 い て 、 簡 単 に 回 路 付 絶 縁 基 板 ３ に 接 合 で き る 。 ま た 、 基 板 ５ １ 上 に バ ン プ ４
３ 挿 入 用 の 弾 性 導 電 部 ６ ２ の 形 成 に お い て は 、 こ の 銅 箔 を 貼 っ た 銅 箔 付 き の 導 電 ゴ ム シ ー
ト ６ ａ を 用 い て 、 先 ず 、 こ の 銅 箔 付 き の 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ か ら 、 機 械 的 加 工 で 不 要 部 分
を 除 去 し 、 さ ら に 、 こ の 成 形 さ れ た 銅 箔 付 き の 導 電 ゴ ム シ ー ト ６ ａ を 銅 箔 に よ り 回 路 付 絶
縁 基 板 ３ と 接 合 し た 後 、 こ の ゴ ム シ ー ト 付 き 基 板 か ら 、 再 度 、 機 械 的 に 不 要 部 分 を 除 去 す
る こ と に よ り 、 基 板 上 に 独 立 し た 必 要 な 導 電 ゴ ム を 簡 単 に 加 工 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 本 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 ら れ
る の も で な く 、 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 上 記 実 施 形 態 に 種 々 の 改 変 を 施 す こ と が で き る 。
例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の コ ネ ク タ の 導 電 パ タ ー ン に の み に 弾 性 体 又 は 導 電 ゴ ム
シ ー ト を 用 い た が 、 コ ネ ク タ １ に も 同 様 に 適 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 弾 性 体 は 、 導 電
ゴ ム 以 外 に 、 弾 性 性 質 を 持 つ 材 料 で あ れ ば 何 で も 良 い 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ の 分 解 構 成 図 。
【 図 ２ 】 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に お け る 第 ２ の コ ネ ク タ の 第 １ の コ ネ ク タ と 接 続 さ れ る
方 向 か ら 見 た 部 分 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に お け る 第 １ の コ ネ ク タ の 平 面 図 、 （ ｂ ） は （
ａ ） の 側 面 図 、 （ ｃ ） は （ ａ ） の Ｙ １ － Ｙ １ 断 面 図 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） は 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に お け る 第 ２ の コ ネ ク タ の 平 面 図 、 （ ｂ ） は （
ａ ） の 側 面 図 、 （ ｃ ） は （ ａ ） の Ｙ ２ － Ｙ ２ 断 面 図 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） は 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ の 接 続 状 態 を 示 す 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ａ
部 の 拡 大 図 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ の 部 分 断 面 図 、 （ ｂ
） は 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に お け る 第 ２ の コ ネ ク タ の 第 １ の コ ネ ク タ と 接 続 さ れ る 方 向
か ら 見 た 部 分 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） は 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に お け る 第 １ の コ ネ ク タ の 平 面 図 、 （ ｂ ） は （
ａ ） の 側 面 図 、 （ ｃ ） は （ ａ ） の Ｂ － Ｂ 断 面 図 。
【 図 ８ 】 （ ａ ） は 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に お け る 第 ２ の コ ネ ク タ の 平 面 図 、 （ ｂ ） は （
ａ ） の 側 面 図 、 （ ｃ ） は （ ａ ） の Ｙ ３ － Ｙ ３ 断 面 図 。
【 図 ９ 】 （ ａ ） は 上 記 第 ２ の コ ネ ク タ の 導 電 ゴ ム の 平 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ｙ ４ － Ｙ ４
断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 （ ａ ） は 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ の 接 続 状 態 を 示 す 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の
Ｃ 部 の 拡 大 図 。
【 図 １ １ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ の 分 解 構 成 図 、 （
ｂ ） は 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に お け る 第 ２ の コ ネ ク タ の 第 １ の コ ネ ク タ と 接 続 さ れ る 方
向 か ら 見 た 部 分 斜 視 図 。
【 図 １ ２ 】 （ ａ ） は 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ の 第 １ の コ ネ ク タ の 平 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ）
の 側 面 図 、 （ ｃ ） は （ ａ ） の Ｄ － Ｄ 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 （ ａ ） は 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ の 第 ２ の コ ネ ク タ の 平 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ）
の 側 面 図 、 （ ｃ ） は （ ａ ） の Ｅ － Ｅ 断 面 図 。
【 図 １ ４ 】 （ ａ ） は 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ の 接 続 状 態 を 示 す 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の
Ｆ 部 の 拡 大 図 。
【 図 １ ５ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ の 分 解 構 成 図 、 （
ｂ ） は 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ に お け る 第 ２ の コ ネ ク タ の 第 １ の コ ネ ク タ と 接 続 さ れ る 方
向 か ら 見 た 部 分 斜 視 図 。
【 図 １ ６ 】 （ ａ ） は 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ の 第 ２ の コ ネ ク タ の 平 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ）
の 側 面 図 。
【 図 １ ７ 】 （ ａ ） は 上 記 第 ２ の コ ネ ク タ の 銅 箔 付 き 導 電 ゴ ム シ ー ト の 平 面 図 、 （ ｂ ） は （
ａ ） の 側 面 図 。
【 図 １ ８ 】 （ ａ ） は 上 記 第 ２ の コ ネ ク タ に 接 続 さ れ る 基 板 の 表 面 側 の 平 面 図 、 （ ｂ ） は （
ａ ） の 表 面 側 の 平 面 図 、 （ ｃ ） は （ ａ ） の Ｙ ５ － Ｙ ５ 断 面 図 。
【 図 １ ９ 】 （ ａ ） は 上 記 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ の 接 続 状 態 を 示 す 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の
Ｇ 部 の 拡 大 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 １ 　 基 板 間 接 続 コ ネ ク タ
　 ２ 　 一 方 の 回 路 基 板
　 ３ 　 他 方 の 回 路 基 板
　 ４ 　 第 １ の コ ネ ク タ
　 ５ 　 第 ２ の コ ネ ク タ
　 ６ 　 導 電 ゴ ム
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　 ６ ａ 　 導 電 ゴ ム シ ー ト
　 ２ ２ 　 回 路 パ タ ー ン
　 ３ ２ 　 回 路 パ タ ー ン
　 ４ ３ 　 バ ン プ
　 ５ １ 　 弾 性 体 基 板 （ 弾 性 体 ）
　 ５ ３ 　 導 電 パ タ ー ン
　 ５ ５ 　 ス ル ー ホ ー ル
　 ５ ６ 　 ゲ ー ト 溝 （ 溝 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】

(17) JP 2007-200728 A 2007.8.9



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5E023 AA04  AA16  BB02  BB22  CC02  CC27  DD22  EE14  EE18  HH06 
　　　　 　　        HH30 
　　　　 　　  5E344 AA02  AA12  BB02  BB06  CD18  CD31  DD07  DD16  EE13  EE21 

(18) JP 2007-200728 A 2007.8.9


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

